
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フットポケットと、前記フットポケットの前端部から前方へ延びるブレードとを有する
遊泳用足ひれにおいて、
　前記フットポケットが、前記足ひれ着用者の足の裏に当接する底部と、足の甲に当接す
る甲部と、前記底部と甲部との間に延びる両側部とで形成され、前記フットポケットが、
前記足ひれ着用者の足の裏に当接する底部と、足の甲に当接する甲部と、前記底部と甲部
との間に延びる両側部とで形成され、前記底部と 、前記フットポケッ
トの足挿入用開口近傍に始まって前記前方に延びるとともに、前記フットポケット内側へ
向かって隆起する複数条のリブと、 前記リブとリブとの間にあって前記前方へ延
びる

ことを特徴とする前記足ひれ。
【請求項２】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
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前記甲部の内面には

隣り合う
複数条の溝とが形成されており、前記溝における甲部の肉厚が前記リブにおける甲部

の肉厚よりも薄く、前記リブが前記溝よりも高剛性であり、前記甲部は低剛性の弾性プラ
スチック材料のみからなり、前記底部が、その外面における幅方向中央部を除く部分に位
置する低剛性の弾性プラスチック材料と、前記中央部の外面に位置する高剛性の弾性プラ
スチック材料とが一体的に積層してなる

前記両側部の内面にも前記足挿入用開口の近傍に始まって前記前方へ延びるリブが形成
されている請求項１記載の足ひれ。



【発明の属する技術分野】
　この発明は、遊泳用の足ひれに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、フットポケットと、フットポケットの前端部から前方へ延びるブレードとを有す
る遊泳用の足ひれはよく知られている。フットポケットは、足ひれ着用者の足の裏に当接
する底部と、足の甲に当接する甲部と、これら底部と甲部との間に延びる両側部とを有し
、両側部の後端部分には後方へ向かって延びるヒールストラップの端部が長さ調節可能に
固定されている。底部の内面には、足挿入用開口の近傍から前方へ延び、フットポケット
内面に向かって隆起する複数条のリブが形成されることもある。かかるリブは、ブーツを
履いているダイバーの足のフットポケットに対する挿入、抜脱を容易にすることができる
。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、フットポケットのサイズに対しダイバーの足が大き目であるときに、前記底部
のリブの存在だけでは、フットポケットへの足の挿入が容易にはならないことがある。そ
うしたときにはまた、挿入した足のフットポケットからの抜脱も容易ではない。
【０００４】
　この発明が課題とするところは、足の挿入、抜脱が容易になるように前記従来の足ひれ
を改良することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　前記課題解決のために、この発明が対象とするのは、フットポケットと、前記フットポ
ケットの前端部から前方へ延びるブレードとを有する遊泳用足ひれである。
【０００６】
　かかる足ひれにおいて、この発明が特徴とするところは、前記フットポケットが前記足
ひれ着用者の足の裏に当接する底部と、足の甲に当接する甲部と、前記底部と甲部との間
に延びる両側部とで形成され、前記底部と甲部との間に延びる両側部とで形成され、前記
底部と 前記フットポケットの足挿入用開口近傍に始まって前記前方
に延びるとともに、前記フットポケット内側へ向かって隆起する複数条のリブと、

前記リブとリブとの間にあって前記前方へ延びる

こ
と、にある。
【０００７】
　この発明の好ましい実施態様を例示すれば、以下のとおりである。
【０００８】
【０００９】
　（２）前記両側部の内面にも前記足挿入用開口の近傍に始まって前記前方へ延びるリブ
が形成される。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　添付の図面を参照し、この発明に係る遊泳用足ひれの詳細を説明すると、以下のとおり
である。
【００１１】
　図１，２は、足ひれ１の甲側を示す平面図と裏側を示す部分破断裏面図である。足ひれ
１は、フットポケット２と、フットポケット２の前端部から前方へ延びるブレード３とを
有する。フットポケット２は、足ひれ着用者の足の裏に当接する底部６と、足の甲に当接
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前記甲部の内面には、
隣り合

う 複数条の溝とが形成されており、前記
溝における甲部の肉厚が前記リブにおける甲部の肉厚よりも薄く、前記リブが前記溝より
も高剛性であり、前記甲部は低剛性の弾性プラスチック材料のみからなり、前記底部が、
その外面における幅方向中央部を除く部分に位置する低剛性の弾性プラスチック材料と、
前記中央部の外面に位置する高剛性の弾性プラスチック材料とが一体的に積層してなる



する甲部７と、底部６と甲部７との間に延びる両側部８，９とを有し、これら各部によっ
て足挿入用開口１２が形成されている。側部８，９の外面にはバックルの本体１１が取り
付けられており、本体１１のそれぞれには、ヒールストラップ１０の端部にストラップ１
０の長さを調節できるように取り付けられた挿入部材１５が図の上方から抜脱可能に挿入
されている。足ひれ１において、多数のドットが付されている領域は、比較的高剛性の弾
性プラスチック材料１６で形成されており、ドットが付されていない領域は、バックルの
本体１１と挿入部材１２とを除き、比較的低剛性の弾性プラスチック材料１７で形成され
ている。バックルの本体１１と挿入部材１２とは、高剛性の硬質プラスチックで形成され
ている。例えば、弾性プラスチック１６にはエチレン－酢酸ビニル樹脂やその他の熱可塑
性プラスチックが使用され、弾性プラスチック１７には弾性プラスチック１６よりも軟質
のエチレン－酢酸ビニル樹脂やその他のプラスチックエラストマーが使用される。本体１
１や挿入部材１２にはＡＢＳ樹脂等の硬質のプラスチックが使用される。
【００１２】
　図１で明らかなように、フットポケット２の甲部７は、足挿入用開口１２の近傍が低剛
性の弾性プラスチック材料１７で形成される一方、ブレード３の近傍が高剛性の弾性プラ
スチック材料１６で形成されている。また、図２で明らかなように、フットポケット２の
底部６は、足挿入用開口１２近傍が低剛性のプラスチック材料１７で形成され、ブレード
３の近傍が高剛性と低剛性の弾性プラスチック材料１６，１７で形成されている。底部６
の外面には、プラスチック材料１７によって滑り止め用の突起１５が多数形成され、底部
６の先端部にはポケット２に対する水抜き用の孔１９が形成されている。
【００１３】
　図３は、図１，２において開口１２の近傍で左右に延びるＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った足
ひれ１の矢視図であるが、バックルの本体１１からは挿入部材１２が抜脱され、その本体
１１が仮想線で示されている。フットポケット２の底部６は高剛性と低剛性の弾性プラス
チック材料１６，１７とからなり、かつ低剛性の弾性プラスチック材料１７は甲部７に比
べて厚く形成されていて変形し難い状態にある。

底部６の内面には、開口１２の近傍から前方へ向かって延び、ポケット２の
内側に向かって隆起する複数条のリブ２１が形成されている（図１を併せて参照）。側部
８，９も高剛性と低剛性のプラスチック材料１６，１７からなり、バックルの本体１１を
介してヒールストラップ１０の締め付け力が作用しても、大きく変形することがない。甲
部７は低剛性のプラスチック材料１７のみで形成され、底部６や側部８，９に比べて柔軟
にして変形容易な状態にある。また、かかる状態にある甲部７の内面には、開口１２の近
傍から前方へ向かって延び、ポケット２の内側に向かって隆起する複数条のリブ２２と、
隣り合うリブ２２と２２との間にあって前方へ延びる溝２３が形成されている。甲部７は
、溝２３での肉厚がリブ２２での肉厚よりも薄く、ポケット２２の周り方向における変形
が特に容易となるように形成されている。また、リブ２２は、足ひれ着用者の甲を刺激す
ることがないように、その頂部が扁平に、または弧を画くように形成されている。
【００１４】
　このようなフットポケット２にブーツを履いたダイバーの足が挿入されると、ポケット
２の内面では主として底部６と甲部７とのリブ２１，２２がブーツ（図示せず）に当接す
るので、ポケット２の内面とブーツとの接触面積が比較的少なく、底部にのみリブが形成
されている従来の足ひれに比べ、足の挿入と抜脱とが容易になる。しかも、この足ひれ１
では、フットポケット２に対して大き目の足が挿入される場合には、甲部７における薄肉
の溝２３がポケット２の周囲長を大きくするようにポケット２の周り方向へ弾性的に伸長
して、そのような足の挿入を容易にすることができるとともに、ポケット２の内周面が足
に対して一様に当接して、足ひれ１の履き心地を良くすることができる。もとより、底部
６にもリブ２１と２１との間に薄肉部が形成されるが、底部６はダイバーの歩行を安定さ
せるために高剛性かつ非伸長性であることを要するから、底部６の薄肉部を甲部７のそれ
と同様に薄くして、伸長を容易にするということはできない。甲部７のリブ２２は、低剛
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高剛性の弾性プラスチック材料１６は、
底部６の幅方向中央部の外面に位置し、低剛性の弾性プラスチック材料１７と一体的に積
層している。



性の弾性プラスチック材料１７からなる甲部７での前後方向の剛性を適度な高さに保ち、
フットポケット２の形状を安定させることにも役立つ。リブ２１と２２との長さは、少な
くとも１０ｍｍ、より好ましくは少なくとも２０ｍｍである。
【００１５】
　この発明において、必要ならばフットポケット２の側部８，９の内面にも前方へ延びる
リブを形成することができる。高剛性及び低剛性の弾性プラスチック材料１６，１７は、
それらのうちの少なくとも一方をゴムに代えることもできる。
【００１６】
【発明の効果】
　この発明に係る足ひれは、フットポケットの甲部内面と底部内面とのうちで少なくとも
前者の内面に足挿入用開口の近傍から前方へ延びる複数条のリブと、リブとリブとの間に
形成される溝とを有するから、フットポケットに対する足の挿入、抜脱が容易である。フ
ットポケットの甲部が低剛性の弾性材料からなる場合には、そのリブとリブとの間の薄肉
の溝がポケットの周囲長を大きくするように伸長するから、フットポケットに比べて大き
目の足であっても容易に挿入することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　足ひれの平面図。
【図２】　足ひれの裏面図。
【図３】　図１、２のＩＩＩ－ＩＩＩ線矢視図。
【符号の説明】
　１　　　　足ひれ
　２　　　　フットポケット
　３　　　　ブレード
　６　　　　底部
　７　　　　甲部
　１７　　　低剛性の弾性材料
　２２　　　リブ
　２３　　　溝
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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